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芸濃濫忘是を投票日2ｄ6日

投
票
所
入
場
券
は

投
票
前
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

い
て
い
な
い
と
き
は
、
投
票
当
日
、
「
印
か

ん
」
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

二
月
十
六
日
は
、
町
長
及
び
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日

一
で
す
。
棄
権
の
な
い
よ
う
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
、
投

票
日
（
二
月
十
六
日
）
前
日
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に
は
、
あ

な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
（
左
記
表
の
と

お
り
）
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
投
票
の
前

に
も
う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
人
、
ま
た
何

ら
か
の
理
由
で
入
場
券
が
、
お
手
も
と
に
届

（投票時間）午前7時から午後5時まで

1
竺 一竺 名 ｉ 場　 所 地　　　　 区　　　　　 名

聖 竺 山 型 学校講堂

竺 空 と し蛮‰ 園

」 空 所 庚 叢 禦 ㌍ 害者

立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二野間町
住、サニーニュータウン、二町住、下二、下
二町任、入江興産、林住宅

吉田一、吉田二、吉田団地、イワゼ町住

吉田三、美吉野団地、鯉口団地、緑風園団地

第 4 投票所
1
ｌ】水巻町民会館 頃末、机、高尾団地、二社区、松栄荘団地、

みずまき苑

那 投票所　 蛮警畏育園 古賀、新生街、梅 ノ木団地、古賀団地

第 6 投票所 ｌ水巻町民体育館 高松団地、おかの台

那 投票所 佃 款 校講堂
樋口、猪熊、猪熊町住

投
票
日
に
旅
行
や

入
院
で
不
在
な
人

投
票
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
方
に
は
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
で
き
る
不
在
者
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
又
は
業
務

に
従
事
す
る
人

㊥
投
票
日
に
や
む
費
え
な
い
用
務
又
は
事

故
で
水
巻
町
外
に
旅
行
中
か
滞
在
中
の
人

⑧
疾
病
・
負
傷
・
妊
娠
・
障
害
・
産
椿
の

た
め
歩
行
で
き
な
い
人
で
、
指
定
さ
れ
た
病

院
に
入
院
中
の
人
や
少
年
院
、
婦
人
補
導
院

に
収
容
中
の
人

塑
父
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か
職
務

に
従
事
巾
の
人

（

不
在
者
投
票
が
で
き
る

日
時
と
場
所

不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、
二
月
十
一

日
か
ら
二
月
十
五
日
ま
で
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
場
所
は
、
役
場
二
〇
一
会
議
室
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）
で
す
。
な
お
指
定

さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
病
院
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

※
持
っ
て
く
る
も
の
‥
・
印
鑑

郵
便
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
の
た
め
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
「
郵
便
投
票
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
前
も
っ
て
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
（
些
一
〇
一
－
四
三
≡
）
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（

原
付
車
の
右
折
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

手
軽
に
乗
れ
る
こ
と
か
ら
特
に
、
婦
人
の

間
で
ミ
ｌ
六
イ
ク
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が

こ
の
ミ
ニ
バ
イ
ク
、
不
安
定
で
大
型
車
な
ど

に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く
、
事
故
も
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
、
事
故
を
起
こ
す
と

死
亡
す
る
確
率
が
高
く
、
咋
竺
月
か
ら
十

一
月
十
四
日
ま
で
の
県
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
二
百
六
十
六
人
申
、
三
十
四
人
が

ミ
ニ
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
お
ら
れ
た
人
で
あ
り

見
逃
せ
な
い
数
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
で
は
道
壁
父
通
法
を
改
正
し

今
竺
貝
二
日
か
ら
原
付
車
の
右
折
方
法
を

次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

原
付
車
は
、
片
側
三
車
線
以
上
の
道
路
や

模
識
な
ど
に
よ
っ
て
右
折
方
法
が
指
定
さ
れ

て
い
る
二
車
線
以
下
の
道
路
の
交
差
点
（
交

通
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
）
で

は
、
自
転
車
と
同
じ
方
法
で
右
折
し
ま
す
。

な
お
、
水
巻
町
内
の
右
折
方
法
指
定
交
差

点
は
、
①
立
屋
敷
交
差
点
（
相
光
石
油
前
）

璽
口
甲
高
松
給
油
所
前
交
差
点
　
⑨
樋
口

交
差
点
④
水
巻
駅
前
交
差
点
－
以
上
で

す
。
通
行
の
際
は
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

違
反
を
す
る
と

点
数
一
点
、
返
則
金
二
千
円

な
お
、
こ
の
右
折
方
法
に
違
反
す
る
と
－

①
一
万
円
以
下
ま
た
は
科
料

④
二
千
円
の
遠
別
金

⑨
行
政
処
分
点
数
一
点

以
上
の
よ
う
な
処
分
を
受
け
ま
す
。
自
分

の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
交
差
点
で
は
、
決

め
ら
れ
た
通
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

①3車線以上の道路

ぁらかじめできる限り道路の左側端に寄り、交差点の側端に沿って徐行します。

②2車線以下の道路①3車線以上で標識などで右折
方法が指定されている道路

ぁらかじめできる限り道路の中央に寄り、交差点の中心のすぐ内側を徐行します。

患．′．屋　 敷　 交　 差　 点

薮．、藻 堰

′石油

コ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ミ毎 題 ■ ■ ｍ 国道3号嘉

垣
町

ニ・卒 サ

氷 ．熟 餌 軌 求烹最 誌義美

至役場
頑 読 招 抽 鴻

遥3号寮
等療抱：：：ミ′・、

∈功 ＞　　　　　　　 薫

＝で　　　　　　　　　　　　　　　　　　 崎土岡
垣 〃ｌＳｍ■”ｌＳＳＳ事璃葛鵜〇〇〇
呵

懇誉㌣とげ㌦豪競れ敲

ｔ

、轟磁 絵 油 覿 前 交 差 ‾点 －

Ｎ　　 至芦屋

脛 十ｌ 県道水巻声等繚
＿▼＿撫料ｌ　　　　 ｌｌ

慧逆送遥拶「「‾‾‾‾「エコ三こ∵‾去
「　 義

町道　 川

、一二一丁∵

∴載廟

ｌ
．1 至と末

樋　 口 、：．‾、畢 ′‥ 凄 志‾ 点 圭

至ｉ屋聖霊

嚢 豪遊避止㌻「二二‾‾‾「墜

棺尋虹＝韮弼
蛮 至よ末遺志昌
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舘

5 年 又の 決算
一　二“ニー－　〃．　ｈ

4 ．1

●　㌧一一・ノ

地
方
交
付
税
　
三
千
万
円
の
減
収

町
も
一
般
の
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
収
入
が

あ
っ
て
初
め
て
物
を
買
っ
た
り
、
造
っ
た
り

と
い
う
事
業
が
で
き
ま
す
二
般
会
計
の
歳

入
面
を
み
て
み
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料
（

住
宅
な
ど
）
・
手
数
料
な
ど
の
自
主
財
源
が

三
十
四
健
一
千
二
百
十
九
万
八
千
五
百
三
十

円
と
全
歳
入
の
五
八
二
ハ
七
％
を
占
め
、
前

年
度
に
比
べ
て
四
二
二
六
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
庁
舎
等
建
設
準
備
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

財
源
別
に
み
て
特
に
前
年
度
と
比
べ
増
減

の
大
き
な
も
の
は
、
皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
た

町
税
一
億
六
千
百
七
十
六
万
円
の
増
。
繰
入

金
五
億
六
千
九
百
五
十
八
万
円
の
増
、
こ
れ

は
庁
舎
建
設
の
資
金
及
び
退
職
金
に
充
て
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
か
ら
繰
入
れ
た
も

の
で
す
。
次
に
、
国
庫
支
出
金
四
千
四
百
二

十
三
万
円
の
増
、
こ
れ
は
新
た
な
事
業
と
し

75億4，016万円－これは昨年度町が使ったお金です。58年度に比

べると、13億9，587万円の増額となっています。そのうち、一般会計

の支出は57億1，010万円、前年度との伸び率では17．9パーセントと、

大幅な増となっています。その主な理由は、役場庁舎の建設に伴うも

のです。昭和59年度も一般会計、特別会計とも黒字決算となりました

健
全
な
財
政
を
堅
守

財
政
力
指
数
わ
ず
か
に
ア
ッ
プ

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
歳
出
差
引
き
一
億

六
百
十
九
万
二
千
六
百
四
十
四
円
の
残
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
内
、
町
役
場
庁
舎
穣
設
の
た
め
の
繰
越
額
が
一
千
三
百
九
十
七

万
八
百
六
十
五
円
あ
り
、
毒
九
千
二
百
二
十
二
万
一
千
七
百
七
十
九
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
財
政
状
況
は
、
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指
数
が
〇

・
四
八
四
と
前
桂
皮
に
比
べ
〇
・
〇
二
八
と
僅
か
な
が
ら
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
反
面
、
余
剰
財
源
の
率
を
示
す
実
質
収
支
比
率
は
三
二
二

五
％
と
前
年
度
に
比
べ
二
・
〇
六
％
と
大
幅
に
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
比
べ
繰
越
金
が
四
千
三
百
五
十
五
万
円
ほ
ど

減
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
相
模
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
は
、
七
八
・
五
％
と
前
年
度
に
比
べ
一
％
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
件
費
や
壷
事
務
組
合
の
負
担
金
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的

な
経
費
が
毎
年
増
加
す
る
の
に
対
し
て
、
税
や
地
互
父
付
税
ハ
譲
与
税
な

ど
の
収
入
が
減
っ
た
り
伸
び
率
が
少
な
か
っ
た
為
で
す
。
ま
た
、
公
債
費

比
率
も
一
「
九
％
と
昨
年
よ
り
〇
・
三
％
増
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
庁
舎
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
実
施
に
加
え
て
、
地
方
交

付
税
の
減
額
な
ど
財
政
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
－

その他（1．78％）の内訳

地方譲与税

5，260万円0．9％

自動車取得税交付金
4，609万円0．8％

交通安全特別交付金

482万円0．08％

て
入
用
線
改
良
舗
装
工
聖
人
柳
・
十
三
塚

線
舗
装
工
事
及
び
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
に
伴

う
国
の
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
財
産
収

入
五
千
四
百
九
十
二
万
円
の
増
、
こ
れ
は
庁

舎
等
建
設
準
備
基
金
の
利
手
が
増
え
た
も
の

で
す
。
町
債
（
借
金
二
億
五
千
九
百
三
十

万
円
の
増
、
こ
れ
は
庁
舎
建
設
に
伴
う
も
の

で
す
。
次
に
、
地
方
交
付
税
三
千
六
十
六
万

円
の
滅
、
諸
収
入
三
千
四
百
七
十
万
円
の
減
、

こ
の
よ
う
に
、
町
税
を
は
じ
め
繰
入
金
、

町
債
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
反
面
、
地
方
譲

与
税
、
地
互
父
付
税
、
諸
収
入
な
ど
が
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
町
債
が
大
幅
に
増

え
て
い
る
こ
と
も
注
意
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

調億1，629万円

県支出金
′叫億1，675万円

2．01％

地方交付税
13億1，998万円

22．69％

分担金及び負担金
5，044万円0．87％
寄付金55万円0．01％

2億9，889万円5．14％使用料及び手数料

繰越金2億629万円3．55％
財産収入9，681万円

1．66％
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わたしたちの
歳　　入　　58億1，629万円

歳　　出　　57億1，010万円

差引残額　1億　619万円

庁
舎
建
設
の
た
め

投
資
的
経
費
が
大
幅
に
増
加

財

政

状

況

≡：‾一般会計、＼

総務費　21億6，127万円　37．9％

融福祉民生費
6億600万円10・6％

歳
出
面
〔
性
質
別
）
を
み
ま
す
と
、
人
件

費
や
物
件
費
、
扶
助
費
、
し
尿
・
ご
み
処
理

場
や
消
防
署
な
ど
の
運
営
の
た
め
の
一
部
事

務
組
合
負
担
金
及
び
町
債
（
借
金
〕
返
済
な

ど
の
義
務
的
及
び
経
常
的
経
費
が
三
十
億
二

千
七
十
八
万
円
。
役
場
庁
舎
建
設
費
や
猪
熊

小
学
校
校
舎
増
築
、
遍
路
の
改
良
・
舗
装
、

鉱
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
二
十
三
億

九
百
六
十
四
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
人
件
費
は
前
年
度
に
比

べ
七
千
三
百
二
万
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
の
負
担
金
は
、
絃
額
で
三
億

七
千
二
百
二
十
万
円
と
前
年
度
よ
り
六
百
十

万
円
と
儀
か
な
増
加
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、

第
二
ご
み
処
理
場
の
建
設
も
始
ま
の
∴
今
後

も
町
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
（
借
金

の
支
払
撃
は
、
五
億
五
千
四
百
七
十
七
万

と
前
年
度
に
比
べ
五
千
二
百
八
十
万
円
減
少

し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
投
資
的
経
費
が
前
年
度
に
比
べ
六

億
八
千
四
百
十
一
万
円
と
大
幅
に
増
え
た
の

は
、
役
場
庁
舎
の
建
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
、
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
▽
総
務
費

が
約
十
億
円
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
庁

その他（6．5％）の内訳
消防費
1億8，937万円　3．3％
諸会費
1億3，214万円　2．3％
農林水産業費
3，502万円　0．6％

商工費
1，825万円　0．3％

教育費

5億9，050万円10．4％

公債費

5億5，478万円
9．7％

土木費

5億1，090万円　9．0％

災害復旧費

3億8，448万円

3億1，048円

望警691万円

その他　3億7，478万円　6．5％

舎
建
設
の
た
め
で
す
。
▽
民
生
費
は
約
三
千

八
百
万
円
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
通

所
授
産
施
設
（
み
ど
り
園
）
建
設
負
担
金
及

び
母
子
家
庭
等
医
療
制
度
の
発
足
に
伴
う
助

成
金
約
二
千
万
円
の
増
額
が
主
な
も
の
で

す
。
▽
衛
生
費
は
約
三
千
百
万
円
増
え
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
水
道
事
業
会
計
に
二
千

万
円
繰
り
出
し
た
の
が
主
な
理
由
で
す
。
▽

労
働
費
は
約
五
千
四
百
万
円
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
入
柳
・
十
三
塚
線
舗
装
工
事

及
び
申
橋
・
入
用
百
線
改
良
舗
装
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
▽
土
木
費
は
約
六
千
九
百
万

円
の
減
少
で
、
こ
れ
は
前
年
度
実
施
し
た
県

道
芦
屋
・
水
巻
・
巾
闇
線
整
備
事
業
負
担
金

及
び
水
巻
駅
自
転
車
駐
車
場
新
築
工
事
の
減

で
す
二
万
、
新
た
な
事
業
と
し
て
水
巻
駅

踏
切
道
拡
幅
工
事
三
千
七
百
万
円
、
丸
の
西

・
五
反
五
歩
線
及
び
頃
末
二
一
線
用
地
買
収

些
事
七
百
万
円
、
同
物
件
移
転
補
償
費
二

千
二
百
万
円
。
▽
消
防
費
は
約
二
千
九
百
万

円
の
増
、
こ
れ
は
広
域
行
政
組
合
消
防
施
設

費
負
担
金
の
増
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
千

二
百
五
十
八
万
円
）
を
購
入
し
た
た
め
で
す
。

▽
災
害
復
旧
費
は
二
千
七
百
万
円
の
減
、
こ

れ
は
家
屋
の
復
旧
費
が
大
幅
に
減
少
（
約
一

億
三
千
六
百
万
円
の
減
）
し
た
た
め
で
す
。

今
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
新
池
下
・
村
下

線
及
び
立
地
前
・
大
坪
一
号
線
の
鉱
害
復
旧

工
響
古
賀
・
頃
未
練
一
般
河
川
の
鉱
害
復

旧
工
事
（
三
千
二
百
三
十
三
万
円
）
、
大
平

下
水
道
鉱
害
復
旧
工
事
（
一
億
九
千
二
百
八

十
二
万
円
）
、
役
場
庁
舎
鉱
害
復
旧
工
事
（

八
千
五
百
十
三
万
円
）
、
家
屋
（
五
戸
）
の

鉱
害
復
旧
（
九
千
十
一
万
円
）
で
す
。
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特
別
会
計
の
台
所

回
昌
宗
田
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ロ′ヽ
保

共
Ｐ別 健 道 済

本
会
計
の
決
算
は
、
一
億
九
百
八
十
五
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
般
会
計
か
ら
二
千
万
円
の
繰
入
れ
を
行
い

さ
ら
に
、
退
職
者
医
療
交
付
金
の
確
定
に
よ

り
翌
年
度
に
お
い
て
七
千
百
九
十
万
円
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
実
質
一
千

七
百
九
十
五
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
保
険
税
三
億
五
千
七
百
二
十

七
万
円
（
前
年
度
に
比
べ
二
千
四
百
一
万
円

増
）
と
国
庫
支
出
金
四
億
四
千
四
百
五
十
九

万
円
（
同
八
千
百
五
十
一
万
円
減
）
で
、
全

歳
入
の
八
〇
・
三
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
、
繰
入
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
二

千
万
円
、
繰
越
金
三
千
六
百
九
万
円
、
退
職

者
医
療
交
付
金
一
億
三
千
十
二
万
円
、
県
支

料
金
百
七
十
九
万
円
、
そ
の
他
九
百
八
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
五
億
六
千
二
百

九
十
三
万
円
（
前
年
度
に
比
べ
七
百
十
七
万

円
増
）
と
老
人
保
健
拠
出
金
二
倍
七
千
八
百

五
万
円
（
同
四
千
九
百
八
万
円
増
）
で
、
全

歳
出
の
九
四
二
ハ
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
、
人
件
費
な
ど
の
絵
務
些
二
千
九
百

一
万
円
、
そ
の
他
九
百
十
一
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
城
川
で
は
、
前
年
度
に
比
べ

六
千
百
三
十
二
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
主
な
要
因
は
老
人
保
健
会
計
へ
の

拠
出
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
保
事
業
運
営
の
根
幹
を
成
す
国
保
税
は

現
年
度
分
で
〇
・
二
四
％
増
加
し
、
滞
納
繰

越
分
は
五
・
五
三
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
滞
納
額
は
九
千
八
百
三
十
五
万
円
に

も
な
り
、
さ
ら
に
時
効
に
よ
る
不
納
欠
栂
は

百
一
件
、
四
百
七
十
七
万
円
と
滞
納
者
の
間

定
化
、
長
期
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
事

業
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
納
税
に
つ
い

て
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

前年度との比較

吾忘葦 。，一志工 芸
ｒ

被　 保　 険　 者　 数 ！　 7，896 人 7，9 97 人

1 人 当 り保 険 税 ｉ 44，454 円　 】 4 7，2 84 円

ｌ

1 人 当 り医 療 費 ！ 151，266 円　　　 15 4，75 0 円

1 ‾世帯 当 り医療費
， 364，70… ］ 】 36 7，8 76 円

……ⅢⅢ

太
会
計
の
決
算
は
、
一
千
六
百
三
十
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金
交
付
金

五
億
八
千
七
百
五
十
六
万
円
、
国
庫
支
出
金

一
億
七
千
二
百
四
十
万
円
、
県
支
出
金
四
千

三
百
五
十
万
円
、
繰
入
金
五
千
八
十
一
万
円

（
内
四
千
五
百
七
十
六
万
円
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
）
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
療
給
付
費
八
億

二
千
百
六
十
四
万
円
、
医
療
費
支
給
賛
一
千

五
百
八
十
六
万
円
、
医
療
費
の
審
査
支
払
手

数
料
百
六
十
七
万
円
と
医
療
諸
費
で
全
歳
出

の
九
九
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
人

は
六
十
五
歳
）
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
と

し
て
い
る
た
塑
受
診
率
は
一
一
〇
二
一
％

一
人
当
り
の
医
墳
費
は
五
十
五
万
二
千
七
十

七
円
と
国
保
の
五
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
受
給
者
も
前
年
度
に
比
べ
九
十
二
人

増
え
て
お
り
、
高
令
化
社
会
を
反
映
し
て
今

後
も
医
療
費
の
増
加
が
考
を
わ
れ
ま
す
の

で
、
殿
廣
対
策
の
指
導
や
予
防
対
策
に
つ
い

て
強
化
、
充
実
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（　ｌ

本
会
計
の
決
算
は
、
二
百
四
十
六
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
下
水
道
使
用
料
四
千
二
百
十

六
万
円
（
前
年
度
に
比
べ
二
百
八
十
一
万
円

増
∵
基
金
利
子
一
千
七
百
八
十
六
万
円
（

同
八
百
九
十
三
万
円
増
）
、
繰
越
金
一
千
百

九
十
万
円
Ｃ
同
七
百
九
十
七
万
円
減
）
、
諸

収
入
一
千
七
百
九
十
九
万
円
ｒ
同
一
千
十
五

万
円
増
、
こ
れ
の
内
訳
は
下
水
道
加
入
負
担

金
一
千
七
百
八
卜
八
万
円
、
預
金
利
子
「
一

万
円
）
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
五
百
四

十
万
円
で
す
。

歳
山
の
主
な
も
の
は
、
下
水
処
理
場
管
理

委
託
料
二
千
吉
七
十
八
万
円
、
燃
料
代
な

ど
の
需
用
些
一
千
三
百
三
十
四
万
円
、
人
件

費
な
ど
の
一
般
事
務
墾
ハ
百
五
十
一
万
円
、

下
水
道
基
金
へ
の
繰
出
金
三
千
五
百
七
十
四

万
円
で
す
。

こ
の
基
金
は
、
将
来
処
理
場
の
修
理
に
多

額
の
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
時
の
た
空
し
、

こ
れ
で
二
億
六
千
七
百
三
十
八
万
円
（
年
度

末
現
在
）
の
積
立
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
全
歳
入
に
占
め
る
使
用
料
収

（
ｌ

人
の
割
合
は
四
四
二
一
％
で
、
残
り
は
預
金

利
子
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
賄
っ
て

お
り
、
下
水
道
会
計
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

流れ込む汚水。この水の処

理に、多額の経費が必要。
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白
日
鈴
痴
白
訂

本
会
計
の
決
算
は
、
百
六
十
七
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
、
六
十
万

円
を
基
金
に
繰
入
れ
（
年
度
末
現
在
の
基
金

額
六
亘
ハ
十
九
万
六
千
円
）
、
残
り
百
七
万

円
を
翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

【
農
作
物
共
済
勘
定
】
歳
入
百
六
十
二
万

八
千
円
、
歳
出
三
十
二
万
八
千
円
、
差
引
残

額
亘
二
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
水
稲
と
麦
の
共
済
掛
金
八
十

五
万
九
千
円
及
び
保
険
金
一
万
五
千
円
、
連

合
会
特
別
交
付
金
七
万
六
千
円
、
繰
越
金
六

、

十
七
万
八
千
円
で
す
。

歳
出
で
は
、
水
稲
と
麦
の
保
険
料
八
万
五

千
円
及
び
共
済
金
五
万
二
千
円
、
水
稲
無
事

戻
し
金
十
九
万
円
で
す
。

【
業
務
勘
定
】
歳
入
五
百
四
十
四
万
八
千

円
、
歳
出
五
百
七
万
六
千
円
、
差
引
残
額
三

十
七
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
県
支
出
金
三
亘
二

十
三
万
三
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

百
四
十
万
円
、
基
金
の
利
子
三
十
六
万
九
千

円
、
繰
越
金
二
十
九
万
四
千
円
で
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
四
百
七
十
五
万
五
千

円
、
物
件
費
二
十
六
万
二
千
円
、
補
助
費
等

五
万
九
千
円
で
す
。

入　江　禾　彦

福　間　弘　祐

徴収事務を強化し、収入

の確保に一層の努力を

（

決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算
の
目
的

が
決
算
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
を
重
点
的
に
見
て
き
た
わ
け
で
あ

り
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
執
行
が
な
さ
れ
て

い
る
と
認
め
た
。

本
年
度
の
一
輿
至
引
及
び
特
別
会
計
は
、

と
も
に
黒
字
決
算
で
あ
り
、
特
に
一
般
会
計

に
お
い
て
は
、
財
政
力
指
数
や
経
営
収
支
比

率
の
数
値
が
示
す
と
お
の
∴
應
全
な
財
政
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

町
税
や
住
宅
使
用
料
及
び
国
民
腱
廣
保
険

税
の
現
年
度
に
お
け
る
収
入
率
は
、
い
ず
れ

も
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
町
長
は
じ

め
関
係
各
位
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
評
価

し
た
い
。
し
か
し
、
前
に
も
拇
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
が
低
下
し
て
い

る
た
め
全
体
の
収
入
率
を
引
き
下
げ
て
い

る
。
今
後
、
徴
収
事
務
を
強
化
し
、
収
入
の

確
保
に
一
層
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

依
然
と
し
て
、
景
気
の
低
迷
が
続
く
な
か

で
、
本
町
に
お
い
て
も
地
互
父
付
税
の
減
少

傾
向
や
国
庫
補
助
金
の
一
割
縮
減
な
ど
、
財

政
事
情
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
と
亨
見
る
の
で
、
今
後
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
推
移
を
見
な
が
ら
計
画

的
、
弾
力
的
な
運
営
に
努
め
、
健
全
な
行
財

政
の
確
保
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
ひ

Ｈ
へ
ｌ
Ｊ
へ
“
寸
．
・
“
Ｈ
、
Ｐ
．
へ
Ｓ
．
、
・
・
ぐ
、
ユ
Ｓ
“
「
揖
＼
“
Ｌ
ｑ
ｕ
ｌ
Ｊ
、
．
ｉ
、
＼
“
鞍
賛
ｉ
へ
い
童
ｉ
“
．
、
重
い
・
ｉ
妻
“
垂
妻
ｉ
§
“
“
・
、
§
量
至
や
、
ｉ
　
　
…
　
、
　
…
　
“
ｈ
“
．
、
“
“
寺
宝
恵

61年度から定員を15人増

遠賀中間医師会看護学校

定員増に伴　っ　て増築された校舎

下
二
の
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修

学
校
は
、
六
十
一
年
度
か
ら
入
学
定
員
を
こ

れ
ま
で
の
一
学
年
三
十
人
を
四
十
五
人
に
増

や
す
の
に
伴
な
い
、
校
舎
の
増
築
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

校
舎
は
、
軽
量
鉄
骨
平
屋
建
て
約
三
百
三

十
五
平
方
㍍
。
絞
工
事
費
四
千
六
十
一
一
万
円

で
、
こ
の
う
ち
、
千
七
百
九
十
万
円
は
日
本

自
転
車
振
興
会
競
輪
公
益
資
金
か
ら
補
助
を

受
け
て
い
ま
す
。

同
学
校
は
、
地
域
の
看
護
内
容
の
充
実
と

看
護
婦
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
昭
和
四
十
二

年
に
設
立
二
一
年
制
で
卒
業
後
、
粁
看
護
婦

試
験
の
受
験
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
五
百
五
十
名
が
同
校
を
巣
立
っ
て
お

り
、
各
医
療
機
関
で
洒
躍
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
受
験
生
を
受
け
付
け
由
（
二
月
十

八
日
ま
で
）
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

同
学
校
（
些
一
〇
一
－
三
四
六
三
）
へ
。

事件・事故

見た　ら

聞いたら

110番

も
し
、
あ
な
た
が
事
件
や
事
故
を
知
っ
た

と
き
は
、
い
ち
早
く
近
く
の
電
話
か
ら
二

〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
が
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
パ
ト
カ
ー
の
現
場
到
着
が
早
く
な

の
∴
そ
の
場
で
犯
人
を
検
挙
し
た
り
、
寸
刻

を
あ
ら
そ
う
被
害
者
の
救
護
も
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
番
は
、
落
ち
つ
い
て

順
序
よ
く
、
は
っ
き
り
と

し
何
が
あ
っ
た
か
＝
ど
ろ
ば
う
、
け
ん
か
、

交
通
事
故
…
：
な
ど

し
い
つ
¶
今
、
五
分
位
前
と
い
う
よ
う
に

Ｃ
ど
こ
で
＝
○
○
町
○
○
丁
目

○
○
ス
ー
パ
ー
前
な
ど

○
犯
人
は
＝
犯
人
の
人
数
は
、
人
相
、
服

装
、
特
徴
、
逃
走
の
方
向
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
、
色
…
：
な
ど

∪
ど
う
な
っ
て
い
る
か
＝
け
が
人
が
い
る

か
、
革
で
立
ち
去
っ
た
…
：
な
ど

○
あ
な
た
は
＝
一
一
〇
番
し
た
方
の
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
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好天の中、勇壮に出初式

南　中　学　校

グラウンドで開催

新
春
を
飾
る
、
恒
例
の
「
遠
賀
郡
四
町
の

消
防
合
同
出
初
式
」
が
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た

一
月
十
二
日
、
水
巻
町
の
南
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
勇
壮
に
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
百
四
十
五
人
（
水
巻
町
八
十

五
人
、
岡
垣
町
八
十
六
人
、
芦
屋
町
八
十
六

人
、
遠
賀
町
七
十
一
人
、
郡
消
防
署
十
七

人
）
が
参
加
。
晴
れ
わ
た
っ
た
大
空
の
下
、

団
員
に
よ
る
力
強
い
分
列
行
進
や
ポ
ン
プ
操勢いよ　く　放水する郡内各町消防団

法
、
小
隊
訓
練
、
郡
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご

車
揉
法
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
で
は
消
防
団
活
動
に
貢
献

の
あ
っ
た
団
員
や
一
般
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
当
町
関
係
の
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

消
防
庁
長
官
表
彰

永
沢
信
夫
（
副
団
長
）

県
知
事
感
謝
状

豊
沢
麟
児
、
宮
崎
秋
生
、
安
永
安
夫

県
消
防
協
会
長
表
彰

・
永
年
勤
続
＝
－
（
3
5
年
）
中
原
敏
夫
、
篠
原

信
幸
　
（
2
0
年
）
豊
沢
麟
児
、
宮
崎
秋
生

安
永
安
夫
　
（
1
5
年
）
八
木
隆
一
（
1
0

年
）
西
ノ
明
茂
格
、
田
中
絢
一
、
木
下
重

人
、
清
水
寛

・
優
良
田
且
川
西
ノ
明
茂
樹
、
域
水
朝
輿

大
谷
弘
高

・
防
火
消
防
施
設
、
宣
伝
の
普
及
改
善
功
労

者
＝
杉
本
勉
、
村
上
利
再

県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

。
分
団
＝
水
巻
町
第
四
分
田

。
個
人
＝
羽
地
道
和
夫

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

水
巻
町
消
防
団
小
隊
訓
練
を
発
表

消防庁長官表彰

を受　け　た

永沢信夫さん

一
糸
乱
れ
ぬ
動
作
に

観
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手

各
分
団
六
人
つ
つ
計
三
十
人
の
団
民
が
、

松
本
大
次
郎
・
第
三
分
団
長
の
指
揮
で
、
一

糸
乱
れ
ぬ
小
隊
訓
練
を
披
蕗
、
観
衆
の
盛
ん

な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

小
隊
訓
練
は
、
指
揮
者
の
号
令
で
色
々
な

隊
列
を
組
ん
で
い
く
も
の
で
、
三
十
人
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

号
令
に
合
わ
せ
て
、
き
び
き
び
し
た
動
作

で
隊
列
を
組
む
隊
員
を
眼
の
当
に
見
て
、
頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

1
⊥
1
1
1
1
－
－
－
－
－

久
保
田
義
隆
、
福
沢
和
秀

水
巻
町
長
感
謝
状

赤
木
住
太
郎
、
倉
原
信
男
、
西
川
節
子

水
巻
町
消
防
団
長
表
彰

登
沢
麟
児
、
阿
古
倍
太
郎
、
町
田
宿
彦
、

板
垣
篤
司
、
神
田
保
彦
、
井
上
仙
志
、
徳

王
智
之
、
川
島
孝
治
、
橋
本
鉄
次
、
富
木

宿
義

ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｈ

Ｖ

〃

り

ｕ

Ｌ

Ｈ

Ｈ

り

は

い

Ｌ

ｈ

Ｈ

Ｈ

い

り

Ｈ

Ｖ

ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｒ

Ｊ

Ｕ

ｒ

Ｈ

Ｈ

一

1

は

い

と

は
し
ご
車
操
法
を
披
露
す
る

遠
賀
郡
消
防
署
員

ヾ
い
．
1
1
や
ん
り
ｌ
 
ｒ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｔ
い
Ｌ
Ｈ
Ｈ
ソ
し
1
Ｈ
ｒ
〃
ソ
し
い
〃
リ
Ｌ
ナ
〃
ソ
い
ん
〃
ｔ
ｕ
〃
一
1
へ
宜
Ｈ
Ｈ
り
Ｌ
〟
り
し
“
〃
り
ヽ
〃
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
ｈ
〃
Ｈ
・
、
Ｈ
〃
Ｈ
り
・
、
Ｈ
り
Ｈ
Ｈ
リ
・
Ｈ
〃
り
－
Ｈ
〃
イ
Ｈ
ｈ
〃

頂和294車に入団以釆30勾三

の永きに二白二り、消防活動に

従事され、成績優秀により、

その功績に対して永年勤続

功労章を受けまし六二。

－
．
．
．
〃
－
〟
リ
ｌ
ｎ
〟
Ｈ
－
1
〃
り
．
・
Ｈ
〃
1
ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｊ
ハ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｊ
・
ト
〃
〃
・
〟
ｌ
Ｈ
〟
い
り
Ｈ
ｈ
ｈ
Ｕ
い
り
Ｈ
り
1

（
ｌ
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どんど焼き
青竹で組んだどんど焼きのやぐ

らに子供たちが家庭から持ち寄っ

た、しめ飾りや破魔矢が、つぎつ

ぎに投げ込まれます。

1月14日、頃末小学校で「どん

ど焼き」が行われました。この行

Ｔｊｌｆ、小正月　Ｃ1月15日〕に門松や

竹、しめ縄などを付近の家々の人が持ち寄って焼き、今年1年

間の無∈事を祈りました。

たいまつでやぐらに火がつけられると、集まった子供たちか

ら「ワーツ」という歓声。子供たちの願いを込めて炎は空高く

上がって行きました。みんな、どんな願いをしたのかなあ0

子供たちの願いを込め燃えあがる炎

たこ作り、しめ飾り作りに挑戦

しめ飾りは自分連の手で一一」上月を間近かにした12ノｊ28日・

頃末小学校で親と子の、しめ飾りづくりが行われました0

最初は、慣れぬ純ないなどに戸惑っていましたが、約2時間

後には、みんなりっぱなしめ飾りができました0

日分逆でつくったしめ飾りを掛けた今年のｆＥ月、いかがでし

プこか。きっと幸福な一有三となるでしょう。

水巻町職員の採用試験
（給食調理「員）

▽
採
用
職
種
と
人
員

給
食
調
理
員
　
一
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
2
5
年
4
月
2
日
か
ら
盾
和
3
6
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
通
勤
可
能

な
女
子
。

⑧
地
方
公
務
員
法
第
⊥
6
条
に
該
当
す
る
者

は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
験
手
続

川
申
込
み
方
法

申
込
み
用
紙
を
水
巻
町
役
場
給
務
謀

人
事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

∽
申
込
み
先

水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

は
受
付
期
間

2
月
3
日
か
ら
2
月
1
7
日
ま
で

平
　
日
　
8
時
3
0
分
～
⊥
7
時

土
曜
日
　
8
時
3
0
分
～
正
午

▽
試
験
日
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験
　
3
月
2
日
（
日
）

。
第
二
次
試
験
　
3
月
下
旬
こ
ろ

場
所
は
、
い
ず
れ
も
水
巻
町
役
場

※
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

水
巻
町
役
場
捻
務
課
人
事
係
ま
で
。
（
些
一

〇
一
－
四
三
≡
堕
一
三
一
二
二
四
ｔ
Ｊ

ネズミを退治しましょう．／

腐
　
ネ
ズ
ミ
は
農
作

物
や
食
料
品
を
食

い
荒
ら
し
た
り
、

病
気
を
伝
染
さ
せ

る
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な

諺
饗
を
お
よ
ぽ
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
力
が
強
い
の
は
、
ネ
ズ
ミ
算
と
い
う

言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

種
類
に
よ
っ
て
は
一
度
に
二
十
匹
も
産
む
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
子
供
も
五
十
日
前
後
で
成

長
し
、
子
供
を
産
み
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
数
は

都
市
で
は
、
ほ
ぼ
人
口
と
同
数
、
田
舎
で
は

そ
の
一
丁
二
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
は
雉
間
を
通
じ
て
生
息
し
、
三
月

か
ら
五
月
と
九
月
か
ら
十
二
月
に
繁
殖
し
行

動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
「
ネ
ズ

ミ
退
治
」
は
、
三
月
㌦
」
六
月
〟
が
適

当
な
時
期
で
あ
り
、
今
年
も
二
月
一
日
か
ら

二
月
二
十
八
日
ま
で
『
県
下
一
斉
ネ
ズ
ミ
防

除
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
家

で
も
、
ネ
ズ
ミ
退
治
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
奪
え
さ
を
配
布
し
ま
す
☆

毒
え
さ
を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
隣
組
で
取
り
ま
と
め
て
、
組
長
さ
ん
が
役

似
環
境
衛
生
係
に
お
い
で
下
さ
い
。
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町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
町
内
保
育

園
の
入
園
希
望
者
の
受
付
雲
「
月
三
十
一
日

ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
は
六
カ
所
に
保
育
園
が
あ
り
ま
す

が
、
吉
田
ノ
三
に
あ
る
吉
田
保
育
園
で
は
、

生
後
三
カ
月
の
乳
児
か
ら
お
預
り
し
ま
す
。

ま
た
、
町
立
保
育
園
で
は
障
害
児
保
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
の
と
き
に
係
へ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

1
月
⊥
6
日
か
ら
1
月
3
1
日
ま
で

▽
受
付
先

役
場
社
会
課
老
人
児
童
係

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
前

号
（
一
月
十
日
号
）
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
受
付
期
限
が
迫
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
早
く
捏
出
く
だ
さ
い
。

▽
採
用
職
種
と
人
員
　
正
看
護
婦
　
八
名

▽
受
験
資
格
　
屈
和
3
1
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
採
用
時
（
今
年
四

月
一
日
）
ま
で
に
取
得
で
き
る
人
。

▽
申
込
み
方
法
　
二
月
五
日
ま
で
に
芦
屋
町

役
場
絵
務
課
人
事
係
に
①
申
込
書
（
役

易
に
あ
り
ま
す
）
⑧
履
歴
書
⑨
看
護
婦

免
許
証
の
写
（
在
学
中
の
人
は
卒
業
見

込
証
明
書
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
試
験
日
　
第
一
次
試
験
　
2
月
⊥
0
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
芦
屋
町
役
場
絵
務
課

人
事
係
（
些
三
三
－
〇
八
八
一
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
次

の
と
お
り
、
申
込
み
者
の
「
つ
ど
い
（
集
団

見
合
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
2
日
　
午
前
ュ
0
時
3
0
分
か
ら

▽
会
場
　
福
岡
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
由
央
区
長
浜
一
丁
目
二
－
八
）

▽
申
込
期
限
　
2
月
2
2
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
み
先
　
福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相

談
所
（
福
岡
市
由
央
区
六
本
松
一
丁
目
二

の
二
二
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

※
申
込
み
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
同

相
談
所
（
審
〇
九
二
－
七
空
⊥
二
二
三
九

）
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ　な　た　の心に　し　み　る

区ｌ書室（町民会館2倍）では、みなさ

んの手づくり図書室をめざしております。

この1冊に、みんなに読んでほしいと思

われるような本がありましたら是料鐙せ
んしてください。

幼児から大人まで、それぞれのＪ亡♪にし

みる本をお待ちしています。

【連絡先】

①本の名前（夏摩者名⑨出版封二名を、ハ

ガキ　Ｃ教育委員会事務局あて）または、
電話（二宙201－・4321図書室）で教えてく

ださい。
こ‥さ－・1－ｒよここ一一・・一1ト・一　一ｒｌトー1一・一一一‥ｌ、－一一・1－－こ－‥111ミー　こ＿・1－－ミ＿。

住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
向
け
融
資
の
受
付

け
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
受
付
期
限
　
昭
和
6
1
年
3
月
5
日
ま
で

▽
融
資
額
　
建
築
面
積
、
構
造
等
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
8
0
が
以
上
1
1
0
が
以
下
の

木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
　
五
百
七

十
万
円
＋
百
五
十
万
円
（
特
別
割
増
）

▽
金
　
利
住
宅
の
面
頓
に
よ
り
五
・
五

％
か
ら
六
・
八
五
％
ま
で
。

罪
詳
し
い
こ
と
は
、
業
務
収
扱
金
融
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（、ｌ

拍④心配ごと㊦日

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人
は

昭
和
六
十
一
年
度
の
乗
車
券
引
換
証
交
付
の

請
求
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
日
～
2
月
1
5
日

▽
受
付
場
所
役
似
社
会
課
民
生
係

▽
持
っ
て
来
る
物

①
戦
傷
病
者
手
帳
　
⑧
印
か
ん

九
四
九
五
－
四
－
〇
〇
一
一
）

・
届
出
期
限
　
昭
和
6
1
年
2
月
1
1
日
ま
で

▽
所
在
地
　
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
山
内
七

≡
番
地

・
届
目
先
　
美
浦
村
山
内
集
落
区
長
・
相
川

和
夫
（
魯
〇
二
九
八
－
八
六
－
〇
八
一
一
）

ゥ
届
出
期
限
　
暗
和
飢
雉
2
月
2
8
日
ま
で

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
、
一
人
で
、
く
よ
く
よ
悩
ま

ず
に
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
3
日
、
2
月
1
0
日

2
月
⊥
7
日
、
2
月
2
4
日

・
時
間
は
、
い
ず
れ
も
ュ
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
所
在
地
　
福
岡
県
撃
丁
郡
若
宮
町
大
字
大

嶋
字
皿
山
一
二
二
番
地
内
、
下
り
谷
一
七

三
番
地
内
二
八
七
番
地
内
二
九
一
の

一
番
地
内
、
金
山
三
二
七
番
地
内

。
届
出
先
　
犬
鳴
ダ
ム
建
設
事
務
所
庶
務
課

（
若
宮
町
脇
田
九
一
九
の
一
番
地
　
常
○

（
．

（60年12月末現在）

人　口　　29，997人（＋15人）
男　　　　14，625人（＋12人）

女　　　　15，372人（＋　3人）

ｌ比樺数　　　　9，636世樽（－　4ｔ酎昔）
（11月の異動）

転入126人　　転出122人
出生　　32人　　死亡　　21人

（）内は前月比
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住民税と国保税

の申告は

3月15日まで

住
民
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
の
時

期
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
次
の
日
程
で
申
告

と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
人
は
、
必
ず
盟
口
を
し
て
く
だ
さ
い
か

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
な
い
人
で

も
、
次
の
方
は
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
自
営
業
者
　
　
㊥
農
業
者

⑨
外
交
員
や
ホ
ス
テ
ス
な
ど
の
自
由
業
者

④
家
賃
な
ど
の
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ
て

い
る
人

㈲
天
工
や
左
官
業
者

㊥
日
雇
い
な
ど
の
日
給
者

⑦
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引

さ
れ
て
い
な
い
人

①
6
0
年
巾
の
所
得
の
わ
か
る
資
料

ィ
、
年
金
・
恩
給
の
支
払
通
知
書

ロ
、
源
泉
徴
収
票

ハ
、
収
入
状
況
の
わ
か
る
帳
縛

ニ
、
給
与
支
払
明
細
書

⑧
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
証
明
香

（
役
場
納
税
係
⑧
番
窓
口
で
交
付
）

⑧
国
民
年
金
支
払
証
明
書

（
役
場
国
保
伍
金
係
㊥
番
窓
口
で
交
付
）

④
生
命
保
険
支
払
証
明
讃

⑧
印
か
ん

㊥
銀
行
ま
た
は
農
協
の
通
帳
口
座
番
号

（
所
得
税
の
支
払
、
還
付
用
）

※
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
税
務
課
・
課
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
型
一
〇
一
－
四
三
≡
）

申告と納税相談の日程

享 軽 薄 帝 滋 軒 禰 薮

9 時～16時

ケ

役場101号

大会議室

還付申告 受付

住宅 ロー ン、医療費、確損

60年中の中途退職 者等

綽 纏 嘩 漸 〃 ク 高松団地

再 縁 醸 感 －ｊ 〃 ケ
頃末、松栄荘団地、水巻苑、高尾団地

串郎画調郵 〃 ケ 二町住、下二町住 、吉 田団地

、‾‘羞票ぷ；

〃 ク

鯉 口団地、鯉 口分譲、猪熊町住 、

立屋敷、伊 左座 、みずほ団地、机社宅

ク 〃

美吉野団地、新生街 、古賀、机、

古賀団地、おかの台

紺 地 ．白唾 ． ケ ク 吉田一、吉田三、緑風園、垣添町住

．組 ′本 線線 ク ケ 梅 ノ木団地、猪熊

ク ケ

二、入江興産、林住宅、吉 田二、

才 中 略 噺 二野間町住、サニーニュータウン

苫田 イワゼ町住革声率桑を烹尋㌫

1、ミノン
嶺 粛 東 商 鰍 ク 〃 樋 口、下二

農 業 所 得 の あ る 人

。こ′′．

；9 時～16時
役場 101号

大会議室
古賀、樋口、猪熊

才 糾 錦 紗 ク ク 立屋敷、伊左座 、二、下二

ノシ ク 吉田一 、吉田二、吉田三、頃末、租

※土地 ・建物等 を売 った人 （譲渡所得）は、3 月 4 日・5 日におこ し下 さい。

▽
採
用
職
種
と
人
員

一
般
事
務
　
1
0
人
（
予
定
）

▽
受
験
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の

人
で
、
①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人
⑧
渦
和
3
1
年
4
月
2
日
か
ら
盾
和

4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
⑨

福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
④
活
字

印
刷
文
に
よ
る
出
超
及
び
ロ
頚
に
よ
る
面

接
試
験
に
対
応
で
き
る
人
1
－
以
上
の
す

べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
。

▽
受
付
期
間

2
月
3
日
か
ら
2
月
1
5
日
ま
で

▽
試
験
日
第
一
次
試
験
　
2
月
2
3
日
（
日
）

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
事
委
邑
会
事
務
局
任
用
課
（

〒
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－

七
）
　
笹
〇
九
二
－
六
四
千
三
八
八
三

▽
申
し
込
み
用
紙
請
求
先

遠
賀
福
祉
事
務
所
（
北
九
州
市
八
幡
西

区
別
松
三
－
七
⊥
　
八
幡
総
合
庁
舎
）

用
Ｕ
〟
Ｈ
ｌ
勒
Ｈ
Ｈ
Ｕ
成
り
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
〟
Ｖ
〟
Ｖ
〟
〟
〟
・
軋
〟
打
力
〝
≠
〝
†
〟
汀
ル
〝
≠
〝
ｌ
〟
廿
の
∫
㌔
〟
隼
〝
甘
力
〟
㌦
〟
隼
〃
イ
ヵ
〟
㌦
〟
軋
〝
〝
ヵ
〟
㌦
〟
軋
〟
げ
ヵ
〝
・
〃
〃
Ｕ
〟
け
が
Ｖ
〟
逆

昭
和
六
十
一
年

成
人
者
名
簿
の
訂
正

一
月
十
五
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
成
人

式
で
、
成
人
の
方
々
に
お
渡
し
し
ま
し
た
「

成
人
者
名
簿
」
の
中
で
、
お
名
前
を
間
違
っ

て
掲
載
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、
こ
こ

に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
鯉
口
団
地
　
葦
原
美
也
子
さ
ん

・
吉
田
ノ
二
　
惣
川
　
里
さ
ん

停
留
Ｕ
Ａ
〃
〃
Ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
ｍ
〃
〃
ｕ
ｍ
〃
Ｕ
“
〃
軋
〃
甘
》
〃
㌦
〃
軋
〃
甘
〃
は
。
Ｌ
〃
ｕ
“
〃
〝
ｌ
Ｈ
ｕ
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母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
2
月
3
日

2

月

⊥

7

日

午
前
1
0
時

……ⅢⅢ

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
⊥
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
7
日
（
金
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
9
月
⊥
3
日
か
ら
6
0
年

⊥
0
月
⊥
0
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
幸
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
車
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
皐
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

七
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
ュ
0
日
（
月
）

・
受
付
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
　
七
カ
月
児
か
ら
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の
観
察
、

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に

入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参
く
だ
さ
い

一
歳
六
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
3
日
、
2
月
⊥
7
日

・
受
付
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
一
歳
六
カ
月
児
か
ら

一
歳
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
歯
み
が
き
の
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
で

現
在
、
子
供
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
受
診
無
料
券
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

（
一

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

▽
日
時
　
2
月
ュ
9
日
（
水
）

・
受
付
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
が
ん
　
五
百
円

乳
　
が
ん
　
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
が
ん
　
八
〇
名

乳
　
が
ん
　
五
〇
名

※
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
早

め
に
健
康
対
策
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
2
月
1
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
2
月
7
日
　
役
場
健
康
相
談
室

・
時
間
　
い
ず
れ
も
1
0
時
～
ュ
1
時

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

希
望
者
に
は
、
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
の
で
、
朝
作
っ
た
タ
み
そ
汁
．
を
少

々
持
参
く
だ
さ
い
。

ボ
ケ
予
防
教
室
を
開
催

煩
か
に
老
い
る
た
塑
老
人
性
痴
呆
予
防

に
必
要
な
知
識
や
対
策
を
教
え
ま
す
。

▽
日
時
及
び
会
場
・
講
師

・
3
月
4
日
（
火
）
　
⊥
3
時
～
1
6
時

・
小
倉
北
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

（
小
倉
北
区
大
門
一
丁
目
）

。
九
州
大
学
医
学
部
講
師
・
末
次
基
洋
氏

※
参
加
希
望
の
万
は
、
2
月
ュ
0
日
ま
で
に
役

場
健
康
対
策
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

2月の保健ごよみ

嶺 ．、凍 ；繋凍 圭議 、圭塞雷

辣 月
母子手帳の交付

！
．10：00 役場 101大会議室

1歳6ヵ月児健康相談 13：00～13：30 役場 101大会議室

火 健康相談 10：00～11：00 机山荘

′、′、．、貰．
金
健康相談 10：00～11：00 役場健康相談室

4 ヵ月児健康相談 13：00～13：30
】

役場 101大会議室

練′月 17 ヵ月児健康相談　 13：00～13：30 役場 101大会議室

．璃
月
母子手帳の交付 10：00 役場 101大会議室

1歳6ヵ月児健康相談 13：00～13：30 役場 101大会議室

凍 水 乳ガン・子宮ガン検診 13：00～13：30 役場 101大会議室

・辣 金 療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所（予約者のみ）

木 3歳児健診 13：00～14：00 役場101大会議室（個人通知）

金 成人病検診 8：45一一11：00 遠賀保健所

おし　うみ　ひろ　とし

駕　海　博　俊くん
貯和60年1月16日生

（雷ゆ雲）さんの長男
10カ月頃から歩き始めた博

俊葉書。電話が大好きで、リー
ンと鳴ると急いで走ってきま
す。受講者旨を取っては、アー
アーと言って講しています。
早くおしゃべりできるとい
いね。　　　　Ｃ頃末323の5〕
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2月のし尿収集予定日
1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
6区

3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、苫田
三（垣添町住）、猪熊2区

4日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、
猪熊10区

5日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、
猪熊（2、4、5区）、月2回まわり（環

境整備センター〕

6日　吉田二（1、2区）、富田三（1、2、3、

5、6、8、11区）、月2回まわり（太洋
社）、猪熊（2、3、10区）

7日　吉田三（緑風園）、頃末（5、15、25区）、

新生街（山ノロ団地）

8日　頃末（12、17、18、19、20、21区、松栄荘）

10日　頃宋（6、9、10、18、20、21区、みずま

き苑、松栄薪）、下二、伊左座、立屋敷、

美吉野

12日　吉田一（4、5、6、7、8区、吉田工場

団地）、二（1、6区）、下二、頃末（11、
14区）、吉田二（1、8区、川端通り、本
村）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16
区）、二（3、5区〕古賀、新生街、美吉野

14日　吉田二（6、7、8区、イワゼ町任）、吉

田－3区（月夜待）、机社宅、立屋敷、古

賀、机
15日　下二町住、二町住、吉田－3区（商店街）、
吉田三（8、9、10区、車返し）、樋口（
卯月、中井樋口〕

17日　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町住、
樋口

柑日　吉田団地（19－22、27－36、44、45、53～

57、86、94～101棟）、猪鰯、古賀
19日　吉田田地（1～6、8～10、12、16－18、

23－26、60～65、83－85、102－104、109

～113棟）、猪熊、樋口
20日　吉田団地（7、11－15、66～73、75－82、

87～93、105、108棟）、猪熊町住、月2回

まわり（環境整備センター）

21日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、古
賀県住、月2回まわり（太洋社）

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（9、
10、11、12区）、下二2区、樋Ｉ二ｌ Ｃ赤水、

川端通り）

24日　二（1、3、4、6区）

25日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下
二（4、10区、双葉荘）

26日　下二（5、6、7区）
27日　みずほ団地

28日　みずほ団地
－お　願　い一

便槽の近くには、犬をつながないで下さい。

犬が噛みつく事故がおこっています。出来る
だけつり銭のないようこ準備下さい。

「
健
声
…
…
そ
れ
は
家
族
み
ん
な
の
幸

せ
で
す
。
み
な
さ
ん
1
日
分
の
健
康
は
自

分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
す
か
？

町
で
は
、
今
年
も
成
人
病
検
診
を
次
の
要

領
で
行
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
健
康
対
策
係

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
8
0
名
で
締
切
り
ま

す
。
▽
実
施
日
程

。
日
時
　
1
月
3
1
日
（
金
）

受
付
午
前
8
時
4
5
分
～
午
前
ュ
1
時

・
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
検
診
内
容

【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
　
【
精
密
検
診
】
血
液
検
査

（
貧
血
、
血
糖
、
肝
機
能
、
血
液
型
、
縁

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、
心
電

愛

の

贈

物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
こ
寄

▽
下
　
二

▽
猪
　
熊

▽
高
松
田
地

図
検
査
、
肺
ガ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
）

胃
ガ
ン
検
診
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

▽
料
金
二
次
検
診
　
無
料

・
精
密
検
診
　
五
百
円
（
但
し
、
七
〇
歳

以
上
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
万
は

無
料
で
す
。
）

守
宮
由

ｂ
Ｒ
色
丹

ｂ
Ｒ
カ

▽
下
　
二

▽
樋
　
口

▽
机

故
・
入
江
ア
サ
ヲ
殿

入
江
哲
夫
殿

故
・
金
本
真
吾
　
殿

金
本
政
子
　
殿

故
・
室
井
タ
キ
殿

室
井
直
人
　
殿

故
・
早
川
タ
ケ
　
殿

早
川
ハ
ル
エ
殿

故
・
佐
藤
三
四
郎
殿

佐
藤
龍
一
殿

故
・
村
田
鶴
雄
　
殿

村
田
マ
サ
子
殿

故
・
松
藤
輿
作
　
殿

松
藤
輿
志
　
殿

故
・
塚
本
ア
キ
殿

塚
本
　
誠
　
殿

成
人
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
／

付
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
高
松
団
地
　
故
・
杉
杢
ボ
俊
殿

杉
本
マ
ス
江
殿

はら　　　　ゆき

原　　三　雪ちゃん
日召和60年1月18日生

（讐紀要）さんの長女
アンヨが上手になりました。

春よ来い早く来い、三雪もお

んもに出たいと待ってます。

いつも屈指射のＪｂで、おもいや

りのある、やさしい女性に育
って下さい。

Ｃ吉［日1948番地＿）

い　ぢ　たか　ひろ

井　地　幸　宏くん
親和60句三1月31日生

（雷撃ノさんの長男
はじめまして、ぼくたかく
んです。僕は赤い色が大好き、
食べることも大好き、「マン
マ・マンマ」と言うのでプー
ちゃんになるよと言われるけ

ど、でもパパは、たくさん食
べて大きくなれって。

（古賀704番地〕



ヤ
　
マ
　
の
民
話
　
　
1

い
ま
は
民
話
と
い
え
ば
子
供
向
け
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、

昔
は
大
人
向
け
の
民
話
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
農
村
や
漁
村
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
江
戸
中
期
か
ら
生
活
の
場
と
な
っ
た
ヤ
マ
に
お
い

て
も
、
民
話
は
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
今
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
あ
る
で
な
し
、

坑
内
で
休
憩
す
る
と
き
や
納
屋
で
の
夕
涼
み
の
と
き
な
ど

の
、
雑
談
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
こ
れ

に
は
人
情
話
、
落
し
話
、
怪
談
、
色
話
（
猥
談
）
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
坑
夫
（
拍
子
）
が
故
郷
で

聞
い
た
話
を
、
ヤ
マ
の
民
話
に
脚
色
し
た
も
の
も
あ
る
。

以
下
、
そ
の
代
表
的
な
の
を
紹
介
す
る
。

「
ヤ
マ
の
貧
乏
神
」

頃
末
の
炭
坑
に
長
作
と
い
う
貧
し
い
坑
夫
が
住
ん
で
い

た
。
い
く
ら
坑
内
へ
さ
が
っ
て
働
い
て
も
、
納
屋
東
か
ら

借
り
た
借
金
は
か
さ
む
ば
か
り
で
、
貧
乏
く
ら
し
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
か
れ
果
て
た
長
作
は
、

の
ち
に
は
ふ
て
く
さ
れ
て
仕
事
に
も
い
か
ず
、
納
屋
の
な

か
で
寝
る
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
長
作
が
そ

う
で
あ
る
の
で
、
長
作
の
女
房
も
働
く
の
は
い
や
に
な
っ

て
、
仕
事
を
休
ん
で
部
屋
の
掃
除
も
せ
ず
に
、
毎
日
、
長

作
と
列
ん
で
寝
て
ば
か
り
い
た
の
で
、
家
の
な
か
は
い
つ

ほ
こ
ｈ
′

も
填
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
押
し
入
れ
の
な
か
で
音
が
す
る
の
で
、
長
作

が
あ
け
て
み
る
と
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
が
ら
く
た
の
上
に
、

や

小
さ
な
痩
せ
た
老
人
が
座
っ
て
い
た
。
長
作
は
び
っ
く
り

し
て
、「
こ
れ
こ
れ
、
お
前
は
い
っ
た
い
だ
れ
だ
」

と
尋
ね
た
。
す
る
と
爺
さ
ん
は
、

「
お
れ
は
貧
乏
神
だ
、
お
前
の
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
、

や
つ
か
い

も
う
半
年
前
か
ら
、
こ
う
し
て
厄
介
に
な
っ
て
い
る
」

長
作
は
「
は
は
あ
、
お
れ
が
貧
乏
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
貧
乏
神
の
い
る
せ
い
だ
な
あ
、
な
ん
と
か
追
い
出
す
方

法
は
な
い
も
の
か
」
と
考
え
た
。
し
か
し
、
な
ま
け
く
せ

ｒｈノ ］

】

憲3号毎ｋ
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ｉｉ

ｉｉ
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の
つ
い
た
長
作
の
こ
と
「
い
っ
そ
の
こ
と
、

お
れ
た
ち
が
納
屋
か
ら
出
て
い
っ
た
方
が
よ

い
」
と
思
っ
て
、
女
房
と
相
談
し
て
貧
乏
神

に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ケ
ツ
ワ
リ
（
夜
逃

げ
）
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
晩
、
二
人

で
ケ
ツ
ワ
リ
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
、
押
し

入
れ
の
な
か
で
ガ
サ
ガ
サ
音
が
す
る
の
で
、

「
は
て
、
な
ん
だ
ろ
う
」
と
、
そ
っ
と
あ
け

て
み
る
と
、
貧
乏
神
の
爺
さ
ん
が
ワ
ラ
ジ
を

つ
く
っ
て
い
た
。
お
ど
ろ
い
た
長
作
は
、

「
そ
ん
な
も
の
つ
く
っ
て
、
な
に
を
す
る

ん
だ
」

と
聞
く
と
、
爺
さ
ん
は
、

「
う
ん
、
お
前
た
ち
が
ケ
ツ
ワ
リ
を
す
る
と
い
う
の
で
、

そ
れ
に
間
に
あ
う
よ
う
に
ワ
ラ
ジ
を
つ
く
っ
て
、
い
っ
し

ょ
に
行
こ
う
と
思
う
ん
だ
」

こ
れ
に
は
長
作
も
が
っ
か
り
し
た
。
「
だ
が
ま
て
よ
、

こ
れ
は
お
れ
た
ち
が
ケ
ツ
ワ
リ
の
仕
度
を
し
て
い
た
の
で
、

貧
乏
神
が
知
っ
た
の
だ
」
、
そ
う
思
っ
た
長
作
は
、
早
速
、

納
屋
東
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
も
う
一
軒
納
屋
を
借
り
て
、

そ
こ
へ
女
房
と
移
り
住
ん
で
き
た
。

二
人
は
、
こ
こ
に
き
て
も
部
屋
の
掃
除
も
せ
ず
に
、
あ

い
か
わ
ら
ず
寝
こ
ろ
ん
で
ば
か
り
い
た
。
二
、
三
日
し
て
、

ま
た
押
し
入
れ
の
な
か
で
音
が
す
る
の
で
、
長
作
が
あ
け

も
の
さ
し

て
み
る
と
、
例
の
貧
乏
神
が
物
指
で
な
に
か
を
計
っ
て
い

た
。
び
っ
く
り
し
た
長
作
は
、

「
お
前
は
、
そ
こ
で
な
に
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う

と
、
爺
さ
ん
は
、

「
う
ん
、
お
前
た
ち
が
引
っ
越
し
を
し
て
き
て
も
掃
除

た
た
み

を
し
な
い
の
で
、
こ
こ
の
境
と
畳
の
峡
と
ど
ち
ら
が
多
い

の
か
計
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

長
作
は
が
っ
か
り
し
た
。
そ
し
て
い
っ
た
。

か
か
あ

「
な
あ
婦
よ
、
あ
の
貧
乏
神
は
、
お
れ
た
ち
に
ど
こ
ま

で
も
つ
い
て
く
る
ぞ
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
だ
。
そ
ん

な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
ど
こ
へ
も
行
か
ず
に
心
を
入
れ

か
え
て
働
く
こ
と
に
し
よ
う
や
」

そ
れ
か
ら
の
二
人
は
、
人
が
か
わ
っ
た
よ
う
に
働
き
だ

し
た
。
貧
乏
神
は
「
こ
れ
で
は
、
お
れ
が
ど
こ
か
へ
行
か

ね
は
な
ら
ん
」
と
い
っ
て
、
長
作
の
知
ら
ぬ
間
に
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
似
た
民
話
が
広
島
県
に
あ
る
の
で
、
多
分
、
広

島
出
身
の
坑
夫
が
ヤ
マ
で
話
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
文
・
絵
）
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